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株 主 各 位
（証券コード4538）

2023年６月７日
（電子提供措置の開始日 2023年６月５日）

大阪市中央区道修町一丁目７番10号

代表取締役社長 戸 田 幹 雄
第100回定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜りありがたく厚く御礼申しあげます。
さて、当会社第100回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあげます。
本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）について電子提供

措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトに「第100回定時株主総会招集ご通知」として電子提
供措置事項を掲載しておりますので、以下の当社ウェブサイトにアクセスして、「株主・投資家の皆さま」、「IR
情報」を選択のうえ、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

当社ウェブサイト（https://www.fuso-pharm.co.jp/）

電子提供措置事項は、上記ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）のウェブサイトにも掲載しておりま
すので、以下の東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）にアクセスして、銘柄名（会社名）または証券
コードを入力・検索し、「基本情報」、「縦覧書類/ＰＲ情報」を選択のうえ、ご確認くださいますようお願い申し
あげます。

東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
（https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show）

なお、当日ご出席されない場合は、インターネット等または書面により議決権を行使することができますの
で、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、後述のご案内に従って2023年６月28日（水曜日）午後５
時30分までに議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。
［インターネット等による議決権行使の場合］
当社指定の議決権行使ウェブサイト（https://www.web54.net）にアクセスしていただき、同封の議決権行

使書用紙に表示された「議決権行使コード」および「パスワード」をご利用のうえ、画面の案内にしたがって、
議案に対する賛否をご入力ください。
インターネット等による議決権行使に際しましては、４頁の「インターネット等による議決権行使のご案内」

をご確認くださいますようお願い申しあげます。
［郵送による議決権行使の場合］
同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、上記の行使期限までに到着するようご返送くだ

さい。
敬 具
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記
1. 日 時 2023年６月29日（木曜日）午前10時
2. 場 所 大阪市中央区本町橋２番31号 シティプラザ大阪 ２階「SYUNー旬ー（南）」
3. 目的事項

報告事項 第100期（2022
2023

年
年
４
３
月
月
１
31

日から
日まで）事業報告および計算書類の内容報告の件

決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役８名選任の件
第３号議案 監査役１名選任の件
第４号議案 退任取締役および退任監査役に対する退職慰労金贈呈の件

４. 招集にあたっての決定事項
（１）インターネット等による方法と議決権行使書と重複して議決権を行使された場合は、インターネット

等による議決権行使を有効な行使として取り扱わせていただきます。また、インターネット等による
方法で複数回議決権を行使された場合は、最後の行使を有効な行使として取り扱わせていただきます。

（２）ご返送いただいた議決権行使書において、各議案につき賛否の表示をされない場合は、賛成の意思表
示をされたものとして取り扱わせていただきます。

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。
◎株主総会ご出席者へのおみやげはご用意いたしておりませんので、あらかじめご了承いただきますようお願い申しあげます。
◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の当社ウェブサイトおよび東証ウェブサイトにその旨、修正前の事
項および修正後の事項を掲載させていただきます。

◎会社法改正により株主総会資料の電子提供制度が施行されておりますが、本定時株主総会につきましては、書面交付請求の有無にか
かわらず、一律に電子提供措置事項を記載した書面を送付いたしております。
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議決権行使についてのご案内
議決権の行使は、以下の３つの方法がございます。電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご検討くださ
いまして、議決権をご行使くださいますようお願い申しあげます。

● 株主総会にご出席の場合

日 時 2023年６月29日（木曜日）午前10時
当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいま
すようお願い申しあげます。

● 書面（郵送）で議決権を行使される場合

行使期限 2023年６月28日（水曜日）午後５時30分到着分まで
同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、行使期限までに到着する
ようご返送ください。
議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたもの
として取り扱わせていただきます。

● インターネット等により議決権を行使される場合

行使期限 2023年６月28日（水曜日）午後５時30分入力分まで
４頁の「インターネット等による議決権行使のご案内」をご確認のうえ、議決権行使ウェ
ブサイトにアクセスしていただき、行使期限までに賛否をご入力ください。

● 議決権行使書面と電磁的方法（インターネット等）により議決権を重複して行使された場合は、電磁的方法
（インターネット等）による議決権行使を有効なものとして取り扱います。
● 議決権を電磁的方法（インターネット等）により複数回行使された場合は、最後に行使されたものを有効な
ものとして取り扱います。

2023年05月24日 18時03分 $FOLDER; 3ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



（ 4 ）

インターネット等による議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法
「スマート行使」

議決権行使コードおよびパスワードを入力することなく議決権
行使ウェブサイトにログインすることができます。

1 議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読み取ってくだ
さい。

2 以降は画面の案内に従って賛否を
ご入力ください。

「スマート行使」での議決権行使は1回に限り可能です。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですが右記の
「議決権行使コード・パスワードを入力する方法」により、議決権
行使書用紙に記載の「議決権行使コード」･「パスワード」を入力
してログイン、再度議決権行使をお願いいたします。
※�QRコードを再度読み取っていただくと、右記の議決権行使�
ウェブサイトにアクセスできます。

※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

議決権電子行使プラットフォームのご利用について（機関投資家の皆様へ）
機関投資家の皆様に関しましては、本総会につき、株式会社ＩＣＪの運営する「議決権電子行使プラットフォーム」から電磁的方法による議決権行使を行っ
ていただくことも可能です。

三井住友信託銀行�証券代行�ウェブサポート専用ダイヤル

ふ0120-652-031 受付時間：午前９時～午後９時

インターネット等による議決権行使に関するご不明な
点につきましては、右記にお問い合わせください。

見本

議決権行使書
〇〇〇〇〇〇〇〇 御中

〇年〇月〇日

1.

2.

3.

見本

議決権行使コード・パスワードを
入力する方法

議決権行使ウェブサイト https://www.web54.net

4 以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

1 議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。

｢次へすすむ｣を
クリック

2 議決権行使書用紙の裏面左下に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。

｢議決権行使コード｣を入力
｢ログイン｣をクリック

3 議決権行使書用紙の裏面左下に記載された
「パスワード」をご入力ください。

｢初期パスワード」を入力

実際にご使用になる新しい
パスワードを設定してください。

｢登録」をクリック

行使期限 2023年６月28日（水曜日）午後５時30分入力分まで
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事 業 報 告
（2022

2023
年
年
４
３

月
月
１
31

日から
日まで）

Ⅰ．会社の現況に関する事項
1．事業の経過およびその成果

当事業年度におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が続くなか、行動制限の緩和など
により社会経済活動の正常化が徐々に進み、緩やかな持ち直しの動きがみられましたが、ウクライナ情勢の
長期化に伴う資源・原材料価格の高騰、急激な円安の進行に伴う物価上昇など、依然として先行き不透明な
状況が続いております。
医薬品業界では、薬価制度改革をはじめとして後発医薬品の使用促進策の強化など、医療費適正化諸施策

が引き続き推進されており、経営のさらなる強化が求められるなか、研究開発費の増加、開発リスクの増大
など収益環境の厳しさが増しております。
このような状況のもと、当社は、主力製品の人工腎臓用透析剤キンダリーなど人工透析関連製商品および

輸液などのより強固な浸透を図るとともに、後発医薬品の販売促進にも注力してまいりました。
その結果、当事業年度の業績につきましては、売上高は後発医薬品の販売増等により510億15百万円と前

期と比べ13億82百万円（2.8％）の増加となりました。利益面につきましては、売上高の増加により営業利
益は22億６百万円と前期と比べ２億82百万円（14.7％）の増加、経常利益は22億15百万円と前期と比べ２
億18百万円（11.0％）の増加、また、当期純利益は16億５百万円と前期と比べ１億22百万円（8.3％）の増
加となりました。

2．資金調達の状況
特記すべき事項はありません。

3．設備投資の状況
当期における設備投資額は22億80百万円で、その内訳は主として生産設備等の更新等に係るものであり

ます。
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4．対処すべき課題
今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の法的位置づけが変更され、社会経済活動のよ

り一層の正常化が期待されますが、感染再拡大の懸念は完全には払拭されず、一方では原油高による原材料
価格の高騰やウクライナ情勢などの様々な要因により、社会経済活動は不安定な状況が続くものと予想され
ます。また、当社の属する医薬品業界におきましては、必要不可欠な医薬品の安定供給が強く要請されてお
ります。
当社は、このような環境のもと、社会から信頼される企業であり続けるため、安定供給や品質確保に一層

留意するとともに、次の課題に取り組んでまいります。
営業面では、主力製品を中心に市場へのさらなる浸透による販売強化に全力を挙げて取り組んでまいりま

す。生産面では、設備投資の効率化や製造コストの引き下げへの合理化を推進するとともに品質管理を徹底
し信頼性向上を推進いたします。研究開発面では、透析医療のさらなる活性化を図り、さらに新薬開発等に
より、新領域の開発を推進いたします。また、管理面では、業務の効率化とスリムで機動的な管理組織の実
現により管理費のさらなる削減につなげ収益力の向上を行ってまいります。
当社は、人の生命に関わる医療用医薬品の安定供給に携わる製薬企業としての本分を尽くすため、全社一

丸となって邁進してまいる所存であります。
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

5．財産および損益の状況の推移
第97期

2020年３月期
第98期

2021年３月期
第99期

2022年３月期
第100期(当期)
2023年３月期

百万円
売 上 高 46,902 49,251 49,632 51,015

百万円
経 常 利 益 1,066 2,227 1,996 2,215

百万円
当 期 純 利 益 707 1,607 1,483 1,605

円
１株当たり当期純利益 80.59 183.18 169.09 183.07

百万円
総 資 産 69,153 69,876 69,334 72,466

百万円
純 資 産 32,302 33,683 34,532 35,649

円
１ 株 当 た り 純 資 産 3,681.46 3,839.54 3,936.70 4,064.76

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第99期の期首から適用しており、第99期以降に係
る財産および損益の状況については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

6．重要な親会社および子会社の状況
該当する事項はございません。
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7．主要な事業内容
輸液を中心とする注射剤や人工腎臓用透析剤、各種内服治療薬など医療用医薬品および血液透析器など医

療用機械器具の製造・販売を主たる事業とし、併せて不動産の賃貸も営んでおります。

8．主要な事業所および工場
本 社：本 社（大 阪 市）
事務所：本社事務所（大 阪 市）

東京事務所（東 京 都）
営業所：大 阪 支 店（大 阪 市） 東京第一支店（東 京 都）

東京第二支店（さいたま市） 東京第三支店（横 浜 市）
札 幌 支 店（札 幌 市） 仙 台 支 店（仙 台 市）
名古屋支店（名古屋市） 岡 山 支 店（岡 山 市）
広 島 支 店（広 島 市） 福 岡 支 店（福 岡 市）

工 場：城 東 工 場（大 阪 市） 大 東 工 場（大 阪 府）
岡 山 工 場（岡 山 県） 茨 城 工 場（茨 城 県）

研究所：研究開発センター（大阪市）

9．従業員の状況

従 業 員 数 前期末比増減

1,314名 30名減

10．主要な借入先

借 入 先 借 入 金 残 高

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 3,421百万円

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 2,291

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 1,649

農 林 中 央 金 庫 990

株 式 会 社 り そ な 銀 行 961

株 式 会 社 北 陸 銀 行 628

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 486
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Ⅱ．会社の株式に関する事項
1．発行可能株式総数 20,000,000株

2．発行済株式の総数 9,451,169株（自己株式 680,883株を含む）

3．当期末株主数 6,823名

4．大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 769千株 8.78％

ぶ ど う 協 和 会 606 6.91

敷 島 振 興 株 式 会 社 452 5.16

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 429 4.89

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 377 4.31

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 345 3.94

扶 桑 薬 品 工 業 従 業 員 持 株 会 253 2.89

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 239 2.74

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 211 2.41

株 式 会 社 り そ な 銀 行 185 2.11
（注）持株比率は、自己株式を控除して計算しております。
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Ⅲ．会社役員に関する事項
1．取締役および監査役の氏名等（2023年３月31日現在）

地 位 氏 名 担当および重要な兼職の状況

代表取締役社長 戸 田 幹 雄
取 締 役 髙 槁 貞 雄 総務本部長（兼）経理部長

取 締 役 岡 純 一 生産本部長

取 締 役 伊 藤 雅 教 研究開発センター担当

取 締 役 大 谷 英 樹 営業本部長

取 締 役 戸 田 幹 洋 経営企画室長（兼）事業開発・国際事業推進室長

取 締 役 須 藤 実 公認会計士（須藤公認会計士事務所長）

取 締 役 柏 木 孝 学校法人帝塚山学院常務理事

監 査 役 桑 田 順 司 常勤

監 査 役 松 岡 大 藏 税理士（松岡大藏税理士事務所長）

監 査 役 青 本 悦 男 弁護士（青本悦男法律事務所長）
（注）1．取締役須藤 実、取締役柏木 孝の両氏は社外取締役であります。

2．監査役松岡大藏、監査役青本悦男の両氏は社外監査役であります。
3．監査役松岡大藏氏は税理士の資格を有しており、財務および会計に関する相当程度の知見を有するものであります。
4．当社は、取締役須藤 実、取締役柏木 孝、監査役松岡大藏、監査役青本悦男の各氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役

員として指定し、同取引所に届け出ております。
5．2022年６月29日開催の第99回定時株主総会終結の時をもって、取締役西村昭吉、取締役松井幸信、取締役中 俊人、取締役

古賀 彰の各氏は辞任により退任いたしました。

2．責任限定契約の内容の概要
当社は、社外取締役須藤 実、社外取締役柏木 孝、社外監査役松岡大藏、社外監査役青本悦男の各氏と

の間において、それぞれ会社法第427条第１項および定款第28条および第36条に基づき、会社法第423条第
１項に規定する会社に対する損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償
責任の限度額は、法令の定める金額としております。
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3．役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、すべての取締役および監査役を被保険者とする会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償

責任保険契約を保険会社との間で締結しております。当該保険契約では、被保険者が役員としての業務につ
き行った行為に起因して損害賠償請求がなされたことにより、被保険者が被る損害賠償金や争訟費用等が填
補されます。ただし、被保険者の犯罪行為や、法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して
生じた損害は填補されないなど、被保険者の職務執行の適正性が損なわれないようにするための措置を講じ
ております。なお、被保険者のすべての保険料を当社が全額負担しております。

4．取締役および監査役の報酬等
（1）役員の報酬等の額の決定に関する方針

①当該方針の決定の方法
当社は、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針（以下、決定方針）を定めております。決定方

針は、当事業年度に、報酬委員会においてこれまでの方針を踏襲した方針案を審議・承認し、報酬委員会
の承認内容を尊重して、取締役会が決定しております。

②当該方針の内容の概要
決定方針の概要は以下のとおりです。
当社の取締役の報酬は、企業価値の継続的な向上を可能とするよう、短期のみでなく中長期的な業績向

上への貢献意欲を高める目的で設計するものとします。具体的には、固定報酬としての基本報酬、業績連
動報酬等および退職慰労金により構成します。
取締役の基本報酬は、職務執行の対価として毎月固定額を支給する月次報酬とし、他社水準、取締役の

職責・在任年数、従業員の給与水準、経済情勢、業績等を考慮して決定するものとします。
取締役の退職慰労金は、当社における一定の基準に則り算定し、株主総会の決議に基づき支給するもの

とします。
業績連動報酬等は、事業年度ごとの業績向上に対する意識を高めるため経常利益・当期純利益等を反映

した現金報酬とし、各事業年度の業績、株主への配当、従業員賞与水準等を勘案して、総額および各取締
役の配分を決定し、毎年、賞与として一定の時期に支給するものとします。
取締役の種類別の報酬割合については、報酬委員会において検討を行うこととします。
取締役会の委任を受けた代表取締役社長は報酬委員会の答申内容を尊重し、当該答申で示された種類別

の報酬割合の範囲内で取締役の個人別の報酬等（基本報酬の額および賞与の額）の内容を決定するものと
します。
なお、取締役会は、当該権限が代表取締役社長によって適切に行使されるよう、報酬委員会に取締役の

報酬等に関する原案を諮問し答申を得るものとし、上記の委任を受けた代表取締役社長は、当該答申の内
容に従って決定をしなければならないものとします。
また、各監査役の報酬額は、他社の水準等を考慮し、監査役の協議により決定しております。

③当該事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容が当該方針に沿うものであると取締役会が判断した理
由
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当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容の決定にあたっては、報酬委員会が原案について決定
方針との整合性を含めた検討を行っているため、取締役会も基本的にその答申を尊重し決定方針に沿うも
のであると判断しております。

（2）業績連動報酬等に関する事項
取締役の報酬のうち業績連動報酬等は、業績連動の指標を経常利益・当期純利益等とし、さらに株主へ

の配当、従業員賞与水準等を勘案して、総額および各取締役の配分を決定しております。当該業績指標を
選定した理由は、事業年度ごとの業績向上に対する意識を高めるためであります。
選定した業績指標の当事業年度における内容として、当初の計画の経常利益は16億円、当期純利益は

11億円であり、当事業年度における実績の経常利益は22億15百万円、当期純利益は16億５百万円であり
ます。なお、当事業年度を含む経常利益・当期純利益の推移は「Ⅰ.会社の現況に関する事項」の「５.財
産および損益の状況の推移」に記載のとおりであります。

（3）取締役および監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
当社の役員の報酬等に関する株主総会の決議年月日は、2011年６月29日開催の第88回定時株主総会で

決議されており、決議の内容は「取締役報酬額は年額180百万円以内（使用人兼務取締役の使用人分給与
は含まない）」、「監査役報酬額は年額36百万円以内」であります。当該定時株主総会終結時点の取締役の
員数は12名、監査役の員数は３名であります。

（4）取締役の個人別の報酬等の内容の決定の委任に関する事項
当社は、取締役会の委任決議に基づき、代表取締役社長戸田幹雄が取締役の個人別の報酬額の具体的内

容を決定しております。その権限の内容は、各取締役の基本報酬の額および各取締役の賞与の額の評価配
分としております。これらの権限を委任した理由は、当社全体の業績等を勘案しつつ各取締役の担当業務
や職責等の評価を行うには代表取締役社長が最も適していると判断したためであります。
取締役会は、当該権限が代表取締役社長によって適切に行使されるよう報酬委員会の答申を受ける措置

を講じており、当該手続を経て取締役の個人別の報酬額が決定されていることから、取締役会はその内容
が取締役の個人別の報酬等の決定方針に沿うものであると判断しております。

（5）取締役および監査役の報酬等の額

役員区分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる
役員の員数
（名）固定報酬 業績連動報酬 退職慰労金

取 締 役 110 80 20 10 12

監 査 役 22 20 1 1 3
合 計
（うち社外役員）

133
（24）

100
（21）

21
（1）

11
（0）

15
（4）

（注）1．上記に記載しております「業績連動報酬」は「役員賞与引当金繰入額」であります。また、「退職慰労金」は「役員退職慰労
引当金繰入額」であります。

2．上記のほか、2022年６月29日開催の第99回定時株主総会決議に基づき、当期中に退任した取締役４名に対し57百万円の役
員退職慰労金を支給しております。
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5．社外役員に関する事項
（1）社外役員の重要な兼職先と当社との関係

区 分 氏 名 重要な兼職先 兼職の内容

社外取締役
須 藤 実 須 藤 公 認 会 計 士 事 務 所 所 長

柏 木 孝 学 校 法 人 帝 塚 山 学 院 常務理事

社外監査役
松 岡 大 藏 松 岡 大 藏 税 理 士 事 務 所 所 長

青 本 悦 男 青 本 悦 男 法 律 事 務 所 所 長
（注）社外取締役および社外監査役の重要な兼職先と当社との間には、特別の関係はありません。

（2）社外役員の主な活動状況

区 分 氏 名 主な活動状況

社外取締役
須 藤 実 当期開催の取締役会11回のすべてに出席し、主に公認会計士としての

専門的見地から当社の経営上有用な指摘、発言を行っております。

柏 木 孝
当期開催の取締役会11回のうち８回に出席し、主に地方公共団体等の
管理者としての実践的見地から当社の経営上有用な指摘、発言を行って
おります。

社外監査役
松 岡 大 藏

当期開催の取締役会11回のすべてに、また、監査役会14回のすべてに
出席し、主に税理士としての専門的見地から当社の経営上有用な指摘、
発言を行っております。

青 本 悦 男
当期開催の取締役会11回のすべてに、また、監査役会14回のすべてに
出席し、主に弁護士としての専門的見地から当社の経営上有用な指摘、
発言を行っております。

（3）社外取締役が果たすことが期待される役割に関して行った職務の概要

氏 名 果たすことが期待
される役割

期待される役割に関して
行った職務の概要

須 藤 実

公認会計士としての専門的な知見を活かし、
主に財務会計的な目線からリスク管理等に関
し取締役会等においてご発言をいただくとと
もに経営計画の進捗状況等につき監督してい
ただくことを期待

公認会計士としての専門的な知見を活かし、
主にリスク管理等に関して、経営陣に対し、
意見等を述べるとともに経営計画の進捗状況
等につき監督していただいた。

柏 木 孝

地方公共団体等の管理者としての実践的見地
を活かし、主に経営的な目線から企業を取り
巻く経営の遂行等に関し取締役会等において
ご発言をいただくとともに経営計画の進捗状
況等につき監督していただくことを期待

経営管理者としての実践的な知見を活かし、
主にリスク管理等に関して、経営陣に対し、
意見等を述べるとともに経営計画の進捗状況
等につき監督していただいた。
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Ⅳ．会計監査人の状況
1．会計監査人の名称

有限責任監査法人トーマツ

2．当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
（1）当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額

40百万円
（2）当社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額

51百万円
（注）1．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を区分

しておらず、また、実質的にも区分できませんので、上記金額にはこれらの合計額を記載しております。
2．当社監査役会は、会計監査人の監査の実施状況、監査計画および報酬見積りの相当性などを確認し、検討した結果、会計監

査人の報酬等の額につき会社法第399条第１項の同意を行っております。

3．非監査業務の内容
当社は、会計監査人に対して、公認会計士法第２条第１項の業務以外の業務（非監査業務）として、

TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）に関するアドバイザリー業務を委託し、対価を支払ってお
ります。

4．会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当すると認められる場合に、監査役

全員の同意に基づき監査役会が会計監査人を解任いたします。
また、監査役会は、会計監査人が当社の監査業務に重大な支障をきたし、職務を適切に遂行することが困

難と認められる場合には、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定い
たします。
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Ⅴ．会社の体制および方針
1．業務の適正を確保するための体制

取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他業務の適正を確保する
ための体制について、取締役会で決議した内容は以下のとおりであります。

（1）取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
・取締役および使用人はその職務の遂行に当たり、別に定める「コンプライアンスマニュアル」を遵守する
ものとする。

・法令等遵守の統轄としてコンプライアンス委員会が当たる。
（2）取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

・取締役の職務執行に係る文書および情報については、別に定める「文書管理規程」およびその他社内規程
に基づき適切に保存・管理を行うものとする。

・監査役会または監査役が要求した場合、当該文書は速やかに閲覧に供されるものとする。
（3）損失の危険の管理に関する規程その他の体制

・損失の危険の管理に関する規程その他の体制に関する事項については、別に定める「経営リスクマネジメ
ント基本規程」およびその他の「緊急時対応規程」「地震等災害対策規程」など社内規程に基づき、企業
活動に影響をおよぼすおそれのあるリスクの未然防止およびトラブル発生時における迅速・適切な対応を
図るものとする。

（4）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
・取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するため、取締役会は各取締役の職務の執行を監督す
るものとする。

・取締役会の機能強化と迅速な意思決定を目的として、取締役員数の適正化とともに、書面決議制度を導入
し、効率的な業務執行を図るものとする。

・取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための組織として、社長直轄の内部監査室を設置
する。内部監査室は、リスクマネジメント、コントロールおよびガバナンスの各プロセスの妥当性と有効
性を評価し、各プロセスの改善に貢献するとともに、有効な改善策を助言・勧告し、経営目標の効率的な
達成を支援するものとする。

（5）監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する体制
・監査役会および監査役の職務を補助する組織として監査役会事務局を設置し、監査役の職務を補助すべき
使用人を置く。

（6）監査役の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立性および当該使用人に対する指示の実効性に関する
事項

・監査役会事務局は監査役会直属の組織とし、監査役会事務局に所属する使用人の人事異動、人事評価、懲
戒処分等、雇用に係る重要事項についてはあらかじめ監査役会の同意を得るものとする。

・当社は、監査役の職務を補助すべき使用人に関し、監査役の指揮命令に従う旨、および当該指揮命令に従
わなかった場合には社内処分の対象となる旨を社内規程に明記し、これを徹底するものとする。

（7）監査役の職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還の手続その他の職務の執行について生ずる費
用または債務の処理に係る方針に関する事項

・監査役がその職務の執行について、当社に対し費用の前払い等の請求をしたときは、担当部署において審
議のうえ、当該請求に係る費用または債務が当該監査役の職務の執行に必要でないことを証明した場合を
除き、速やかに当該費用または債務を処理するものとする。
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（8）取締役および使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制
・当社は、法令違反その他コンプライアンスに関する事実についての社内報告体制として「内部通報規程」
を整備・運用するものとする。

・取締役および使用人は、当社の業務または財務の状況に重大な影響をおよぼすおそれのある事項を発見し
たときは、その内容について直ちに監査役会または監査役に報告しなければならない。

（9）取締役および使用人が監査役に法令違反等の情報を報告したことを理由として不利な取扱いを受けないこ
とを確保するための体制

・当社は、当社の取締役および使用人が監査役へ報告を行った場合、当該報告をしたことを理由として不利
な取扱いを行うことを禁止するものとする。

（10）その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
・社長は、監査役会と定期的に会合を持ち、会社が対処すべき課題、監査役監査の環境整備の状況、監査上
の重要課題について意見を交換し、相互認識を深めるよう努めるものとする。

・取締役および使用人は、監査役が監査を行う場合にはこれに協力するものとする。

2．業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当社は、取締役会において決議した会社法および会社法施行規則に定める業務の適正を確保するための体

制の整備に関する基本方針に基づき、以下のとおり内部統制システムを整備し運用しております。
取締役会においては、継続的に経営上のリスクを認識し対応策について検討しております。それらによ

り、必要に応じて、社内の諸規程および業務の見直しを実施し、内部統制システムの実効性を向上させてお
ります。
また、常勤監査役は、監査役監査のほか、幹部社員との面談や社内の重要な会議への出席等を通じて、業

務執行の状況やコンプライアンスに関するリスクを監視できる体制を整備し、監査役会において情報を共有
しております。内部監査部門は、各部門に赴き定期的な内部監査の実施により、日々の業務が法令・定款、
社内規程等に違反していないかを検証して現状を把握するとともに業務プロセスのリスクやコントロールの
見直しを行い、内部統制システムの質的向上を図っております。

3．株式会社の支配に関する基本方針
（1）当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

当社は、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解し、当社が企
業価値・株主共同の利益を継続的かつ持続的に確保、向上していくことを可能とする者であることが必要で
あると考えております。上場会社である当社の株式については、株主、投資家の皆様による自由な取引が認
められており、当社取締役会としては、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方は、最終
的には株主全体の意思により決定されるべきであり、当社の支配権の移転を伴う買収提案があった場合、当
社株式を売却するかどうかの判断も、最終的には当社株式を保有する株主の皆様の判断に委ねられるべきも
のであると考えます。また、当社は、当社株式について大量買付けがなされる場合、これが当社の企業価
値・株主共同の利益に資するものであれば、これを否定するものではありません。
しかしながら、株式の大量買付けの中には、その目的等からして企業価値・株主共同の利益に対する明白

な侵害をもたらすもの、株主に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、対象会社の取締役会や株主
が株式の大量買付けの内容等について検討しあるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十分な
時間や情報を提供しないもの、対象会社が買収者の提示した条件よりも有利な条件をもたらすために買収者
との協議・交渉を必要とするもの等、対象会社の企業価値・株主共同の利益に資さないものも少なくありま
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せん。当社の経営にあたっては、当社の企業理念、企業価値の源泉等への十分な理解が不可欠であり、これ
らに対する十分な理解がなければ、当社の企業価値・株主共同の利益を確保、向上させることはできませ
ん。
当社の企業価値の源泉は、①生命維持の基本となる輸液や人工腎臓用透析剤等の安定的な供給を可能とす

る生産・供給体制、②輸液や人工腎臓用透析剤を主力とする医薬品事業を通じて構築した日本全国の病院と
の広範かつ強固なネットワーク、③輸液や人工腎臓用透析剤を主力とする医薬品市場における “ぶどうマー
ク” や “キンダリー” の高いブランド力、④社会において「なくてはならない存在」として患者の方々の生
命維持と社会生活を最優先に経営してきたことにより構築した患者・病院・卸・株主・地域社会等のステー
クホルダーとの信頼関係、⑤医薬品の安定供給の社会的使命を全うするための必須かつ喫緊の課題である経
営基盤の安定化、強化に向けた新分野開発の鋭意推進、⑥当社の経営理念に誇りを持ち、患者の方々の生命
維持と社会生活を最優先に当社の成長・発展・進化を目指す従業員の存在にあると考えております。当社株
式の大量買付けを行う者が、かかる当社の企業価値の源泉を理解し、これらを中長期的に確保し、向上させ
られるのでなければ、当社の企業価値・株主共同の利益は毀損されることになります。
当社は、このような当社の企業価値・株主共同の利益に資さない当社株式の大量買付けを行う者は、当社

の財務および事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による大量買付けに対して
は、必要かつ相当な対抗措置を採ることにより、当社の企業価値・株主共同の利益を確保する必要があると
考えます。

（2）基本方針の実現に資する特別な取組み
① 当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上のための取組みについて

当社は、当社の強みである医薬品事業を中心とした独創的な医薬品等の開発・供給を通して、患者さん
の健康で豊かな生活の向上に貢献する事業活動を展開しております。また、製薬企業としての社会的使命
および責任を深く自覚し、高い倫理観のもと法令遵守を徹底するとともに、株主をはじめとするステーク
ホルダーの皆様との信頼関係の強化に努めることによって、企業価値の向上に重点をおいた経営を推進し
ております。かかる基本理念のもと、当社は次の３項目を経営の中長期的な重点課題として、その実現に
鋭意取り組んでおります。

ａ 販売に関する施策
・ 透析剤トップメーカーとして、透析患者の方々にとって必要不可欠である透析剤の安定供給を最重点

課題とし、透析用剤、ろ過型人工腎臓用補液、生理食塩液および透析関連品の血液凝固阻止剤、吸着
型血液浄化器、透析器などの新たな需要市場を開拓し拡販を推進する。

・ 国のジェネリック医薬品市場拡大政策に即応し、DPC/PDPS制度（診断分類別包括評価支払制度）
導入病院を中心に、後発品採用に向けた積極的な営業活動を展開する。

ｂ 製造に関する施策
・ 継続する国民医療費抑制策による薬価引き下げに対処するため生産の効率化、製造コストの引き下げ

への合理化に徹した設備投資を推進する。
・ 医療機関のニーズに即した、より安全性の高い容器を用いたろ過型人工腎臓用補液サブラッドBSGな

どの医薬品を製造する。
・ 信頼性保証本部との連携のもと品質管理を徹底し製品ブランドの信頼性の向上へ総力を傾注する。
・ 研究開発センターとの連携をも含めて、新製品の開発・量産化に備えた体制整備にも鋭意投資を進め
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る。

ｃ 研究開発に関する施策
・ 透析関連製剤については、医療現場に即応した新製品の開発を進め、成熟期を迎えつつある透析医療

分野のさらなる活性化を図り、さらに、遺伝子バイオ技術を応用した新薬開発等により、新領域の開
拓も鋭意、推進する。

・ 研究開発センターでは、生産、営業、信頼性保証の各本部と常時密接な連携を保ちつつ、開発期間の
短縮や開発コストの低減を念頭に所属員一丸で業務の効率化に取り組む。

② コーポレート・ガバナンスの強化
当社は、経営の効率や公正性、法令遵守を確保するためのコーポレート・ガバナンスの強化は、多様な

ステークホルダーの皆様と適切な関係を維持し、社会的な責任を果たすことに繋がり企業価値・株主共同
の利益の確保・向上に資するものと考えております。
現在、取締役会は社外取締役２名を含む取締役8名で構成し、取締役会専決事項、経営上の重要事項の

意思決定を行うとともに取締役の職務執行を監督しております。監査役は、社外監査役２名を含む３名で
あり、取締役会および重要な会議への出席や、業務および財産状況の確認を通じて、取締役の職務遂行を
監査しております。そのほか、当社は内部監査室およびコンプライアンス委員会、リスク管理委員会等各
種委員会を設置し、これらによる監視・統制に万全を期しております。

（3）基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止する
ための取組み
当社は、上記（1）記載の基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が

支配されることを防止するための取組みの一つとして、2021年６月29日開催の第98回定時株主総会におい
て、「当社株式の大量取得行為に関する対応策（買収防衛策）」（以下「本プラン」といいます。）を株主の皆
様のご承認をいただき継続しました。本プランの概要は以下のとおりです。
本プランは、当社株式に対する大量買付けが行われる際に、当社取締役会が株主の皆様に代替案を提案し

たり、あるいは株主の皆様がかかる大量買付けに応じるべきか否かを判断するために必要な情報や時間を確
保すること、株主の皆様のために交渉を行うこと等を可能とする枠組みが必要不可欠であり、これらを行っ
ていくことにより、当社の企業価値・株主共同の利益を確保・向上させることを目的としております。本プ
ランは、当社が発行者である株券等について、保有者の株券等保有割合が20％以上となる買付けその他の取
得、もしくは当社が発行者である株券等について、公開買付けを行う者の当該公開買付けに係る買付け等後
の株券等所有割合およびその特別関係者の当該公開買付けに係る買付け等後の株券等所有割合の合計が20％
以上となる公開買付けもしくはこれらに類似する行為またはこれらの提案（以下「買付等」といいます。）
を適用対象とします。
買付等を行おうとする者（以下「買付者等」といいます。）に対して、当該買付等に先立ち、買付等に関

する情報の提出を求めるなど、当社取締役会並びに社外取締役および社外監査役で構成される独立委員会が
当該買付等の内容の検討等を行うための手続を定めています。
独立委員会は、買付者等が本プランにおいて定められた手続に従うことなく買付等を行う場合、当社の企

業価値・株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすおそれがある場合等、本プランに定める要件に該当
する買付等であると判断した場合には、原則として、当社取締役会に対し、買収者等による権利行使は（一
定の例外事由が存する場合を除き）認められないとの行使条件および当社が買収者等以外の者から当社株式
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と引換えに新株予約権を取得できる旨の取得条項等が付された新株予約権（以下「本新株予約権」といいま
す。）の無償割当てその他の法令および当社定款の下でとりうる適切な施策を実施すべき旨の勧告を行いま
す。当社取締役会は、独立委員会の上記勧告を最大限尊重して、本新株予約権の無償割当て等の実施または
不実施等に関する決議を行います。当社取締役会が本新株予約権の無償割当ての実施を決議した場合、当社
は、本新株予約権をその時点の当社を除く全ての株主に対して無償割当ての方法により割り当てます。本プ
ランに従った本新株予約権の無償割当て等の実施もしくは不実施または本新株予約権の取得等の判断につい
ては、取締役の恣意的判断を排するため、独立性の高い社外取締役および社外監査役から構成される独立委
員会の客観的な判断を経ることとしています。また、当社取締役会は、これに加えて、本プラン所定の場合
には株主の皆様の意思を確認するための株主総会を招集し、新株予約権無償割当ての実施または買付者等の
買付等に関しての株主の皆様の意思を確認することがあります。
なお、買収防衛策の詳細につきましては、当社ウェブサイト（https://www.fuso-pharm.co.jp/）に掲載

しております。
本プランの有効期間は、2021年６月29日から同日後３年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関

する定時株主総会の終結の時までです。ただし、その有効期間の満了前であっても、①当社の株主総会にお
いて本プランに係る本新株予約権の無償割当てに関する事項の決定についての取締役会への上記委任を撤回
する旨の決議が行われた場合、または、②当社取締役会もしくは株主総会により本プランを廃止する旨の決
議が行われた場合には、本プランはその時点で廃止されることとなります。

（4）上記の各取組みに対する当社取締役会の判断およびその理由
上記（2）「基本方針の実現に資する特別な取組み」に記載した各施策は、当社の企業価値・株主共同の利

益を継続的かつ持続的に向上させるための具体的方策として策定されたものであり、まさに基本方針の実現
に資するものです。従って、これらの各施策は、基本方針に沿い、当社の株主共同の利益に合致するもので
あり、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではありません。
上記（3）「基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されること

を防止するための取組み」に記載した本プランは、当社株券等に対する買付等がなされた際に、当該買付等
に応じるべきか否かを株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提案するために必要な情報や
時間を確保したり、株主の皆様のために買付者等と交渉を行うこと等を可能とすることにより、当社の企業
価値・株主共同の利益を確保するための枠組みであり、基本方針に沿うものです。
また、本プランは、買収防衛策に関する指針等の要件を充足していること、株主意思を重視するものであ

ること、取締役の恣意的判断を排除するため本プランの発動および運用に際しての実質的な判断が社外取締
役および社外監査役で構成される独立委員会により行われること、合理的な客観的要件が充足されなければ
本プランが発動されないように設定されていること、第三者専門家の意見の取得が可能とされていることで
独立委員会による判断の公正性・客観性が担保される仕組みとなっていること、デッドハンド型やスローハ
ンド型の買収防衛策ではないこと等の理由から、本プランは当社の株主の共同の利益を損なうものではな
く、また、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないと考えております。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
（注）本事業報告の記載金額および株式数は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
（2023年３月31日現在）

（単位：百万円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（資 産 の 部） （負 債 の 部）
流 動 資 産 43,219 流 動 負 債 28,474

現 金 及 び 預 金 8,014 支 払 手 形 1,481
受 取 手 形 247 電 子 記 録 債 務 8,634
売 掛 金 21,494 買 掛 金 4,564
商 品 及 び 製 品 10,184 短 期 借 入 金 2,350
仕 掛 品 53 １年内返済予定の長期借入金 3,313
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 2,213 未 払 金 990
前 渡 金 245 未 払 費 用 409
前 払 費 用 198 未 払 法 人 税 等 426
そ の 他 568 預 り 金 42

固 定 資 産 29,246 前 受 収 益 15
有 形 固 定 資 産 23,763 賞 与 引 当 金 930
建 物 8,195 役 員 賞 与 引 当 金 21
構 築 物 429 設 備 関 係 支 払 手 形 1,222
機 械 装 置 3,849 そ の 他 4,070
車 両 運 搬 具 10 固 定 負 債 8,343
工 具 器 具 備 品 790 長 期 借 入 金 5,747
土 地 8,818 再評価に係る繰延税金負債 1,315
建 設 仮 勘 定 1,669 退 職 給 付 引 当 金 879
無 形 固 定 資 産 329 役員退職慰労引当金 168
ソ フ ト ウ エ ア 55 資 産 除 去 債 務 108
そ の 他 273 そ の 他 123
投 資 そ の 他 の 資 産 5,153 負 債 合 計 36,817
投 資 有 価 証 券 3,018 （純 資 産 の 部）
出 資 金 1 株 主 資 本 39,405
従業員に対する長期貸付金 3 資 本 金 10,758
長 期 前 払 費 用 148 資 本 剰 余 金 15,009
繰 延 税 金 資 産 678 資 本 準 備 金 10,000
そ の 他 1,301 そ の 他 資 本 剰 余 金 5,009

利 益 剰 余 金 15,811
そ の 他 利 益 剰 余 金 15,811
別 途 積 立 金 5,300
繰 越 利 益 剰 余 金 10,511
自 己 株 式 △2,173
評 価・換算差額等 △3,756
その他有価証券評価差額金 879
土 地 再 評 価 差 額 金 △4,635
純 資 産 合 計 35,649

資 産 合 計 72,466 負 債・純資産合計 72,466
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書
（2022

2023
年
年
４
３

月
月
１
31

日から
日まで）

（単位：百万円）

科 目 金 額

売 上 高 51,015

売 上 原 価 37,275

売 上 総 利 益 13,740

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 11,533

営 業 利 益 2,206

営 業 外 収 益 390

受 取 利 息 及 び 配 当 金 89

投 資 有 価 証 券 売 却 益 138

受 取 保 険 金 83

そ の 他 79

営 業 外 費 用 380

支 払 利 息 165

支 払 手 数 料 54

生 命 保 険 料 99

そ の 他 61

経 常 利 益 2,215

特 別 損 失 10

固 定 資 産 除 却 損 10

税 引 前 当 期 純 利 益 2,205

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 519

法 人 税 等 調 整 額 80

当 期 純 利 益 1,605
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書
（2022

2023
年
年
４
３

月
月
１
31

日から
日まで）

（単位：百万円）
株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金 そ の 他 資 本
剰 余 金

資 本 剰 余 金
合 計

当 期 首 残 高 10,758 10,000 5,009 15,009
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当
当 期 純 利 益
自 己 株 式 の 取 得
自 己 株 式 の 処 分 △0 △0
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （純 額）

当 期 変 動 額 合 計 ― ― △0 △0
当 期 末 残 高 10,758 10,000 5,009 15,009

株 主 資 本
利 益 剰 余 金

自 己 株 式 株主資本合計そ の 他 利 益 剰 余 金 利益剰余金
合 計別途積立金 繰越利益剰余金

当 期 首 残 高 5,300 9,431 14,731 △2,170 38,329
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △526 △526 △526
当 期 純 利 益 1,605 1,605 1,605
自 己 株 式 の 取 得 △3 △3
自 己 株 式 の 処 分 0 0
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （純 額）

当 期 変 動 額 合 計 ― 1,079 1,079 △3 1,076
当 期 末 残 高 5,300 10,511 15,811 △2,173 39,405
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（単位：百万円）
評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産 合 計そ の 他
有 価 証 券
評 価 差 額 金

土 地 再 評 価
差 額 金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 838 △4,635 △3,796 34,532
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △526
当 期 純 利 益 1,605
自 己 株 式 の 取 得 △3
自 己 株 式 の 処 分 0
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （純 額） 40 ― 40 40

当 期 変 動 額 合 計 40 ― 40 1,116
当 期 末 残 高 879 △4,635 △3,756 35,649

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
１．資産の評価基準及び評価方法

（1）有価証券の評価基準及び評価方法
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの 時価法

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）
市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

（2）棚卸資産の評価基準及び評価方法
①商品、製品、原材料、貯蔵品 先入先出法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
②仕 掛 品 移動平均法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
２．固定資産の減価償却の方法

（1）有形固定資産 定額法
主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 ２～50年
機械装置 ２～10年

なお、取得価額10万円以上20万円未満の少額減価償却資産については、３年間で均等
償却する方法によっております。

（2）無形固定資産及び長期前払費用 定額法
主な耐用年数は以下のとおりであります。
ソフトウェア ５年

３．引当金の計上基準
（1）賞与引当金 従業員及び使用人兼務役員の賞与の支払いに備えるため、支給対象期間に応じた支給見

積額を計上しております。
（2）役員賞与引当金 役員の賞与の支払いに備えるため、支給見積額のうち当事業年度に負担すべき額を計上

しております。
（3）退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見

込額に基づき計上しております。
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させ

る方法については、期間定額基準によっております。
なお、数理計算上の差異は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一

定の年数（15年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費
用処理しております。
また、過去勤務費用は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の

年数（15年）による定額法により費用処理しております。
（4）役員退職慰労引当金 将来の役員退職慰労金の支払いに備えるため、内規に基づく基準退職慰労金の期末要支

給額を計上しております。
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４．収益及び費用の計上基準
商品及び製品の販売
商品及び製品の販売は、顧客へ引き渡した時点で所有に伴う重大なリスク及び経済価値が移転し、顧客が支配を獲得すること

により当社の履行義務が充足されると判断しており、引渡時点で収益を認識しております。当社では、「収益認識に関する会計
基準の適用指針」第98項の出荷基準等の取扱いを適用し、商品及び製品の出荷時から支配が顧客に移転される時までの期間が１
～２日程度であるため、出荷時に収益を認識しております。
商品及び製品の販売から生じる収益は、販売契約における対価から販売数量又は販売金額等に基づく値引きやリベート等を控

除した金額で算定しており、顧客に返金すると見込んでいる対価の金額を返金負債として流動負債その他に含めて計上しており
ます。値引き等の見積りにあたっては、契約条件や過去の実績などに基づく最頻値法を用いております。
また、売上収益は重大な戻入れが生じない可能性が非常に高い範囲でのみ認識しております。
商品及び製品の販売に係る対価は、顧客へ引き渡した時点から主として１年以内に受領しております。
なお、重大な金融要素は含んでおりません。

２．会計方針の変更に関する注記
「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定会計基準適用

指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価
算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしております。
なお、計算書類に与える影響はありません。

３．会計上の見積りに関する注記
棚卸資産の評価

（1）当事業年度の計算書類に計上した金額
（単位：百万円）

当事業年度

商品及び製品 10,184

仕掛品 53

原材料及び貯蔵品 2,213

（注）上記の金額は、収益性低下による簿価切下額481百万円、評価損の金額106百万円及び滞留評価による評価損の金額81百万円を控
除した金額であります。

（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
当社の棚卸資産の評価は、各在庫品目について滞留により破棄することが見込まれる数量を算出し、該当数量分の正味売却価

額を零として評価損の金額を算出した上で、収益性の低下に基づき簿価を切り下げております。その際、当事業年度の販売数量
に関する趨勢を踏まえた各在庫品目の将来の販売予測数量を重要な仮定として用いております。当該仮定として用いた販売数量
に関する趨勢が変動した場合には、翌事業年度以降の売上原価に追加の評価損を計上する可能性があります。
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４．貸借対照表に関する注記
１．担保に供している資産及び担保に係る債務

（1）担保に供している資産 建 物 7,070百万円
構 築 物 239百万円
土 地 6,337百万円
そ の 他 0百万円

計 13,647百万円
（2）担保に係る債務 １年内返済予定の

長 期 借 入 金 489百万円
長 期 借 入 金 3,576百万円

計 4,066百万円
２．有形固定資産の減価償却累計額 54,246百万円
３．土地の再評価

土地の再評価に関する法律(平成10年３月31日公布法律第34号)及び土地の再評価に関する法律の一部を改正する法律（平成
13年３月31日公布法律第19号）に基づき、事業用土地の再評価を行っております。
なお、再評価差額については、当該再評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、

これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。
再評価の方法
土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める地価法第16号に規定する地

価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法により算定した価額に合理的
な調整を行って算出する方法によっております。
再評価を行った年月日 2002年３月31日
再評価を行った土地の期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額 △586百万円

４．流動負債「その他」のうち、契約負債の残高 200百万円

５．株主資本等変動計算書に関する注記
１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 9,451,169株
２．自己株式の種類及び総数

株式の種類 当事業年度期首 増 加 減 少 当事業年度末

普通株式 679,242株 1,663株 22株 680,883株

（注1）増加の内訳は、次のとおりです。
単元未満株式の買取りによる増加 1,663株

（注2）減少の内訳は、次のとおりです。
単元未満株式の買増請求による減少 22株

３．当事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項

決 議 株式の種類 配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円） 基 準 日 効力発生日

2022年６月29日
定時株主総会 普通株式 263 30.00 2022年３月31日 2022年６月30日

2022年11月９日
取締役会 普通株式 263 30.00 2022年９月30日 2022年12月２日

４．当事業年度末日後に行う剰余金の配当に関する事項

決 議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円） 基 準 日 効力発生日

2023年６月29日
定時株主総会（予定） 普通株式 利益剰余金 350 40.00 2023年３月31日 2023年６月30日
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６．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因

繰延税金資産
賞 与 引 当 金 284百万円
退 職 給 付 引 当 金 269百万円
棚 卸 資 産 評 価 減 57百万円
役員退職慰労引当金 51百万円
未 払 事 業 税 47百万円
投資有価証券評価損 46百万円
未 払 社 会 保 険 料 42百万円
そ の 他 365百万円
繰 延 税 金 資 産 小 計 1,165百万円
評 価 性 引 当 額 △145百万円
繰 延 税 金 資 産 合 計 1,019百万円

繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △340百万円
そ の 他 △0百万円
繰 延 税 金 負 債 合 計 △340百万円
繰 延 税 金 資 産 純 額 678百万円

７．金融商品に関する注記
１．金融商品の状況に関する事項

（1）金融商品に対する取組方針
当社は主に、医薬品の製造販売事業を行うための設備投資計画、研究開発計画に照らして、必要な資金（主に銀行借入）を調

達しております。また、短期的な運転資金を銀行借入により調達しております。
（2）金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。投資有価証券は、主に、株式であり、市場価格の変動リス
クに晒されております。営業債務である支払手形、電子記録債務、買掛金は、１年以内の支払期日であります。また、その一部
には原料の輸入に伴う外貨建てのものがあり、為替の変動リスクに晒されております。借入金は主に設備投資に必要な資金の調
達を目的としたものであり、長期借入金については借入後10年以内返済であります。

（3）金融商品に係るリスク管理体制
①信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、販売管理規程及び経理規程等に従い、営業本部及び総務本部が主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取
引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。当
期の決算日現在における最大信用リスク額は、信用リスクに晒されている金融資産の貸借対照表価額により表されておりま
す。

②市場リスク（金利等の変動リスク）の管理
投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、取引先企業との関係を勘案して保

有状況を継続的に見直しております。
③資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

当社は、各部署からの報告に基づき財務課が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、手許流動性を維持することなど
により、流動性リスクを管理しております。

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動

することもあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項
2023年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：百万円）

貸借対照表計上額（＊） 時 価（＊） 差 額
（1）投資有価証券

その他有価証券 2,524 2,524 ―
（2）長期借入金 （5,747） （5,679） △67

（＊）負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。
（注1）「現金及び預金」「売掛金」「支払手形」「電子記録債務」「買掛金」「短期借入金」「１年内返済予定の長期借入金」「未払金」につ

いては、現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しておりま
す。

（注2）市場価格のない株式等は、「(1)投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の貸借対照表計上額は以下のとおりであ
ります。

（単位：百万円）

区分 当事業年度

非上場株式 492

（注3）貸借対照表に持分相当額を純額で計上する組合その他これに準ずる事業体への出資については含めておりません。当該出資の貸
借対照表計上額は１百万円であります。

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類しておりま

す。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の対象と

なる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るインプッ

トを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのう
ち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

（1）時価で貸借対照表に計上している金融商品

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券

株式 2,524 ― ― 2,524

資産計 2,524 ― ― 2,524
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（2）時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 ― 5,679 ― 5,679

負債計 ― 5,679 ― 5,679

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
長期借入金

これらの時価については、元利金の合計額を、一定の期間ごとに分類し、その将来キャッシュ・フローを国債の利回り等適切な
指標に信用スプレッドを上乗せした利率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

８．賃貸等不動産に関する注記
１．賃貸等不動産の状況に関する事項

当社は、大阪市その他の地域において、賃貸用のオフィスビル（土地を含む。）を有しております。
２．賃貸等不動産の時価に関する事項

貸借対照表計上額 決算日における時価

1,669百万円 1,872百万円

（注１）貸借対照表計上額は、取得原価から、減価償却累計額を控除した金額であります。
（注２）期末の時価は、主要な物件については、社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価書に基づく金額であり、それ以外は重要性が

乏しいと判断されるため、土地については路線価等「容易に入手できる評価額」、建物については「適正な帳簿価額」でありま
す。

９．収益認識に関する注記
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：百万円）

当事業年度

医療用医薬品及び医療用機械器具 47,898

その他 3,116

売上高 51,015

（注）「その他」の区分は、医療用医薬品の製造受託関係等やコ・プロモーション契約に係る報酬2,941百万円、不動産の賃貸に関する
収入175百万円であります。

２．収益を理解するための基礎となる情報
医療用医薬品及び医療用機械器具の販売においては、契約上別途定めのない限り、顧客へ引き渡した時点で所有に伴う重大な

リスク及び経済価値が移転し、顧客が支配を獲得することにより当社の履行義務が充足されると判断しており、引渡時点で収益
を認識しております。当社では、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項の出荷基準等の取扱いを適用し、商品及び製
品の出荷時から支配が顧客に移転される時までの期間が１～２日程度であるため、出荷時に収益を認識しております。
また、取引の対価は、顧客へ引き渡した時点から主として１年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりません。
なお、一部の取引においては、商品及び製品の販売促進を目的として、販売数量や販売金額等に基づき、顧客に値引きやリベ

ートを提供することがあり、対価の額に変動性があります。
しかし、顧客に提供する値引きやリベートの金額は合理的に見積り可能であることから、通常、認識した収益の累計額の重大

な戻入れが生じることはなく、変動対価の見積りが制限されることはないと判断しております。
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３．当事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報
（1）契約負債の残高等

契約負債は、医療用医薬品等の製造受託において、顧客から受け取った前受金であります。
当事業年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、272百万円であります。
また、当事業年度において、過去の期間に充足した履行義務から認識した重要な収益はありません。

（2）残存履行義務に配分した取引価格
当社では、残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用し、残存履行義務に関する情報の記載を省

略しております。

10．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 4,064円76銭
１株当たり当期純利益 183円７銭
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会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2023年５月12日

扶桑薬品工業株式会社
取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人トーマツ
大 阪 事 務 所

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 髙 見 勝 文
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 村 上 育 史

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、扶桑薬品工業株式会社の2022年４月１日か

ら2023年３月31日までの第100期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変
動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと
認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基

準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人
は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の
倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判
断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開

示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用に
おける取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ

の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他

の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討する
こと、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うこ
とにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事

実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成
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し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す
る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ

とにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な

虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対す
る意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計する
と、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断され
る。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的

専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した
監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎と
なる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検
討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの
合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証
拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書にお
いて計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適
切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、
監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として
存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等
が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した

内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項につい
て報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し

たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減する
ためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書

監 査 報 告 書

当監査役会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第100期事業年度の取締役の職務の執行に関し
て、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたしま
す。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（１）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を

受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明
を求めました。

（２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、
内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、
以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受

け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び
財産の状況を調査いたしました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び
第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制
（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報
告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③ 事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号イの基本方針及び同号ロの各取組みについ
ては、取締役会その他における審議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。

④ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、
会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会
計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号
に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（2021年11月16日企業会計審議会）等に従って整備
している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算
書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いたしました。
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２．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま
す。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められませ
ん。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システ
ムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、財務報告に係る内部統制を含め、
指摘すべき事項は認められません。

④ 事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針
については、指摘すべき事項は認められません。事業報告に記載されている会社法施行規則第118条
第３号ロの各取組みは、当該基本方針に沿ったものであり、当社の株主共同の利益を損なうものでは
なく、かつ、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないと認めます。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人 有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年５月18日
扶桑薬品工業株式会社 監査役会
監査役（常勤）桑 田 順 司 ㊞
社 外 監 査 役 松 岡 大 藏 ㊞
社 外 監 査 役 青 本 悦 男 ㊞

以 上
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株主総会参考書類

第１号議案 剰余金の処分の件
当社は、株主への利益還元を最重要課題のひとつとして位置付けており、安定的な配当の継続に努めるこ

とを基本方針としております。当期につきましては、この基本方針並びに業績、経営環境および財務体質の
強化の必要性などを総合的に勘案したうえで、当期の期末配当を１株につき金40円といたしたく存じます。
なお、中間配当として１株につき30円をお支払いしておりますので、当期の年間配当金は１株につき70円
となります。

<期末配当に関する事項>
（1）配当財産の種類

金銭といたします。
（2）株主に対する配当財産の割当てに関する事項およびその総額

当社普通株式１株につき金40円 総額 350,811,440円
（3）剰余金の配当が効力を生じる日

2023年６月30日

第２号議案 取締役８名選任の件
本総会の終結の時をもって、取締役全員（８名）は任期満了となりますので、取締役８名の選任をお願い

いたしたいと存じます。
取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

の株式の数

１

と だ みき お
戸 田 幹 雄

（1943年３月５日生）

1966年４月 当社入社
1969年５月 当社取締役
1977年６月 当社代表取締役専務取締役
1979年２月 当社代表取締役社長（現任）

178,443株

（取締役候補者とした理由）
長年にわたり当社の代表取締役社長として経営を担っており、社業全般に精通するとともに経営並びに製薬業界全般に関する
豊富な知識と経験を有し、また、強いリーダーシップを発揮して、当社の発展に尽力しております。今後も引き続き、当社の
企業価値向上に寄与することができるものと判断し、取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

の株式の数

2

おか じゅん いち
岡 純 一

（1948年８月20日生）

1971年４月 当社入社
2005年７月 当社生産本部生産部城東工場長
2009年６月 当社取締役生産本部生産部城東工場長
2013年６月 当社取締役生産本部生産部茨城工場長
2014年４月 当社取締役生産本部茨城工場長
2019年７月 当社取締役生産本部城東工場長（兼）生産管理室長
2021年６月 当社取締役生産本部長（兼）生産管理室長
2022年４月 当社取締役生産本部長（現任）

3,600株

（取締役候補者とした理由）
医薬品製造に関する専門的知識と経験を有しており、取締役就任後も城東工場長、茨城工場長、生産管理室長、生産本部長と
して医薬品製造を通じて当社の発展に尽力するとともに、取締役会においては経営全般に関する重要事項の意思決定などの役
割を果たしております。今後も引き続き、当社の企業価値向上に寄与することができるものと判断し、取締役候補者といたし
ました。

3

い とう まさ のり
伊 藤 雅 教

（1950年11月22日生）

1974年４月 当社入社
2011年４月 当社研究開発センター部長
2013年６月 当社取締役研究開発センター部長
2021年６月 当社取締役研究開発センター担当（現任）

1,500株

（取締役候補者とした理由）
医薬品開発および知的財産に関する専門的知識と経験を有しており、取締役就任後も研究開発センター部長、研究開発センタ
ー担当として医薬品開発を通じて当社の発展に尽力するとともに、取締役会においては経営全般に関する重要事項の意思決定
などの役割を果たしております。今後も引き続き、当社の企業価値向上に寄与することができるものと判断し、取締役候補者
といたしました。

4

おお たに ひで き
大 谷 英 樹

（1965年３月20日生）

1987年４月 当社入社
2017年５月 当社営業本部営業部長
2017年６月 当社取締役営業本部営業部長
2019年10月 当社取締役営業本部営業統括部長
2021年６月 当社取締役営業本部長（現任）

695株

（取締役候補者とした理由）
医薬品営業に関する幅広い知識と経験を有しており、取締役就任後も営業部長、営業統括部長、営業本部長として医薬品営業
を通じて当社の発展に尽力するとともに、取締役会においては経営全般に関する重要事項の意思決定などの役割を果たしてお
ります。今後も引き続き、当社の企業価値向上に寄与することができるものと判断し、取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

の株式の数

5

と だ みき ひろ
戸 田 幹 洋

（1975年11月１日生）

2003年１月 国際協力事業団（現（独）国際協力機構)青年海外協力隊参加
2003年４月 同隊 村落開発普及員としてタンザニア連合共和国に派遣
2006年７月 （独）国際協力機構 長期派遣専門家就任
2016年３月 当社入社
2018年４月 当社事業開発・国際事業推進室長
2021年６月 当社取締役経営企画室長（兼）事業開発・国際事業推進室長
2023年４月 当社取締役経営企画部長（現任）

9,354株

（取締役候補者とした理由）
国際協力機構（JICA）の技術協力プロジェクトに組織強化、人材育成等の派遣専門家として長期にわたり従事し、国際的プ
ロジェクトマネージメントの幅広い知識と経験を有しており、当社入社後は事業開発・国際事業推進室長として、また取締役
就任後は経営企画室長として経営戦略立案や新規事業、国際事業の創出等の活動を統括して当社の発展に尽力するとともに、
取締役会においては経営全般に関する重要事項の意思決定などの役割を果たしております。今後も引き続き、当社の企業価値
向上に寄与することができるものと判断し、取締役候補者といたしました。

6

す どう みのる
須 藤 実

（1951年４月13日生）

1975年４月 日本電装㈱（現㈱デンソー）入社
1979年10月 同社退社
1981年９月 監査法人中央会計事務所入所
1985年３月 公認会計士登録
1989年８月 須藤公認会計士事務所開設（現任）
2008年６月 当社社外監査役
2015年６月 当社社外取締役（現任）

1,100株

（社外取締役候補者とした理由および期待される役割）
公認会計士としての豊富な経験と専門的知識を有しており、客観的かつ専門的な視点から当社の経営に活かしていただけるも
のと判断し、社外取締役候補者といたしました。なお、直接企業経営に関与したことはありませんが、社外取締役としての職
務を適切に遂行できるものと判断しております。再任後は公認会計士としての専門的な知見を活かし、主に財務会計的な目線
からリスク管理等に関し取締役会等においてご発言をいただくとともに経営計画の進捗状況等につき監督していただくことを
期待します。

7

かしわ ぎ たかし
柏 木 孝

(1954年１月２日生）

1976年４月 大阪市入庁
2005年12月 大阪市助役
2007年４月 大阪市副市長
2010年４月 公立大学法人大阪市立大学副理事長
2016年６月 一般財団法人大阪建築技術協会理事長
2019年４月 学校法人帝塚山学院常勤理事
2020年７月 同 常務理事（現任）
2021年６月 当社社外取締役（現任）

0株

（社外取締役候補者とした理由および期待される役割）
地方公共団体等の管理者としての管理全般に関する豊富な知識を有しており、客観的かつ実践的な視点から当社の経営に活か
していただけるものと判断し、社外取締役候補者といたしました。なお、直接企業経営に関与したことはありませんが、社外
取締役としての職務を適切に遂行できるものと判断しております。再任後は専門的な知見を活かし、主に経営管理的な目線か
ら経営計画の策定等に関し取締役会等においてご発言をいただくとともに経営計画の進捗状況等につき監督していただくこと
を期待します。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

の株式の数

8

わた なべ やす ひこ
渡 部 靖 彦

(1952年 7 月25日生）
新 任

1975年12月 監査法人中央会計事務所入所
1982年８月 公認会計士登録
2008年 7 月 監査法人浩陽会計社代表社員
2011年 6 月 ペガサス監査法人（現ひびき監査法人）代表社員
2013年６月 株式会社ケー・エフ・シー社外監査役（現任）
2015年 6 月 株式会社エムケイシステム社外監査役（現任）
2015年 7 月 学校法人立命館監事（現任）
2021年 7 月 渡部靖彦公認会計士事務所代表（現任）

0株

（社外取締役候補者とした理由および期待される役割）
公認会計士としての豊富な経験と専門的知識を有しており、客観的かつ専門的な視点から当社の経営に活かしていただけるも
のと判断し、社外取締役候補者といたしました。なお、直接企業経営に関与したことはありませんが、社外取締役としての職
務を適切に遂行できるものと判断しております。選任後は公認会計士としての専門的な知見を活かし、主に財務会計的な目線
からリスク管理等に関し取締役会等においてご発言をいただくとともに経営計画の進捗状況等につき監督していただくことを
期待します。

（注）1．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
2．当社は須藤 実および柏木 孝の各氏との間で、会社法第427条第１項で定める責任限定契約を締結しております。各氏が本

定時株主総会で取締役の再任が承認された場合は、各氏と当該契約を継続する予定であります。当該契約に基づく損害賠償責
任の限度額は法令が定める額であります。また、渡部靖彦氏が原案どおり取締役に選任された場合、同氏との間で、同様の責
任限定契約を締結する予定であります。

3．当社は、すべての取締役および監査役を被保険者とする会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険
会社との間で締結しております。当該保険契約では、被保険者が負担することとなる法律上の損害賠償金や争訟費用が填補さ
れることとなり、被保険者のすべての保険料を当社が全額負担しておりますが、各候補者が取締役に就任した場合、各氏は当
該保険契約の被保険者に含められることとなります。

4．須藤 実、柏木 孝、渡部靖彦の各氏は社外取締役候補者であります。
5．当社の社外取締役に就任してからの年数（今回の株主総会の終結の時点まで）

須藤 実氏 ８年
柏木 孝氏 ２年

6．当社は、現在社外取締役である須藤 実および柏木 孝の各氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ており
ますが、各氏の再任が承認された場合は、引き続き独立役員となる予定であります。また、渡部靖彦氏が原案どおり取締役に
選任された場合、同氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出る予定であります。
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第3号議案 監査役1名選任の件
監査役松岡大藏氏は、本定時株主総会終結の時をもって辞任されます。つきましては、監査役1名の選任

をお願いするものであります。なお、監査役候補者楢﨑隆章氏は監査役松岡大藏氏の補欠候補者であり、そ
の任期は、当社定款第32条第２項の規定により、監査役松岡大藏氏の任期が満了する2024年６月開催予定
の第101回定時株主総会終結の時までとなります。また、本議案に関しましては、監査役会の同意を得てお
ります。 監査役候補者は、次のとおりであります。

氏 名
（生年月日） 略歴、地位および重要な兼職の状況 所有する当社

の株式の数

なら さき たか あき
楢 﨑 隆 章

（1952年 2 月10日生）
新 任

1978年４月 大阪国税局入局
2006年 7 月 生野税務署長
2007年 7 月 大阪国税局 総務部 企画課長
2008年 7 月 大阪国税局 課税第二部 法人課税課長
2011年 7 月 東税務署長
2012年 9 月 楢﨑隆章税理士事務所開設（現任）

0株

（社外監査役候補者とした理由）
同氏は、税理士としての豊富な経験と専門的知識を有しており、客観的かつ専門的な視点から当社の監査に活かしていただけるもの
と判断し、監査役候補者といたしました。なお、同氏は、直接企業経営に関与したことはありませんが、税務顧問業務を通じて企業
経営に深く関わっていることから社外監査役としての職務を適切に遂行できるものと判断しております。

（注）1. 候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
2. 楢﨑隆章氏は社外監査役候補者であります。
3．当社は監査役との間で、会社法第427条第１項で定める責任限定契約を締結しております。楢﨑隆章氏が本定時株主総会で監

査役に選任された場合、同氏と当該契約を締結する予定であります。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は法令が定める
額であります。

4. 当社は、すべての取締役および監査役を被保険者とする会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会
社との間で締結しております。当該保険契約では、被保険者が負担することとなる法律上の損害賠償金や争訟費用が補填され
ることとなり、被保険者のすべての保険料を当社が全額負担しておりますが、楢﨑隆章氏が監査役に就任した場合、同氏は当
該保険契約の被保険者に含められることとなります。

5. 楢﨑隆章氏が原案どおり監査役に選任された場合、同氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出る予定であり
ます。
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（ご参考） 取締役・監査役のスキル・マトリックス
本定時株主総会において、第2号議案および第3号議案が原案どおり承認可決された場合の各取締役・監査

役の有するスキルであります。

独立
社外

企業
経営

法務・リ
スク管理

財務・会
計・税務

グローバ
ル

生産・品
質管理

研究開
発・知的
財産

医薬マー
ケティン

グ

取
締
役

戸田幹雄 ●
岡 純一 ● ●
伊藤雅教 ● ●
大谷英樹 ● ●
戸田幹洋 ● ●
須藤 実 ● ●
柏木 孝 ● ●
渡部靖彦 ● ●

監
査
役

桑田順司 ●
青本悦男 ● ●
楢﨑隆章 ● ●
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第4号議案 退任取締役および退任監査役に対する退職慰労金贈呈の件
本総会の終結の時をもって退任される取締役髙槁貞雄氏および監査役松岡大藏氏に対し、在任中の功労に

報いるため、当社における一定の基準に従い相当額の範囲内で退職慰労金を贈呈いたしたいと存じます。な
お、その具体的な金額、贈呈の時期、方法等は、退任取締役については取締役会に、退任監査役については
監査役の協議にご一任願いたいと存じます。
退任取締役に対する退職慰労金は、当社取締役会が決定した取締役の報酬等の決定方針に基づき、在任年

数および功績に応じて決定されることから、その内容は相当であると判断するものであります。
退任取締役および退任監査役の略歴は、次のとおりであります。

氏 名 略 歴

たか はし さだ お
髙 槁 貞 雄

2009年６月 当社取締役

現在に至る

まつ おか だい ぞう
松 岡 大 藏

2004年６月 当社社外監査役
現在に至る

以 上
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本町橋

中央大通

本町通
出口

出口

出口

至 日本橋・恵美須町 至 谷町九丁目・天王寺

至 北千里・京都 至 天満橋・東梅田

地下鉄中央線

12

1

4

会 場 シティプラザ大阪 ２階「SYUN－旬－(南)」
大阪市中央区本町橋２番31号 電話番号06-6947-7888

交 通
〇地下鉄堺筋線・中央線「堺筋本町駅」1番、⓬番出口より徒歩約６分
〇地下鉄谷町線・中央線「谷町四丁目駅」4番出口より徒歩約12分

当日は駐車場のご用意はしておりませんので、お車でのご来場はご遠慮ください。
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